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1.  平成21年3月期第2四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 190 ― △31 ― △31 ― △31 ―

20年3月期第2四半期 188 △35.6 △102 ― △124 ― △351 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △3,258.32 ―

20年3月期第2四半期 △58,650.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 529 463 87.4 47,305.84
20年3月期 590 498 84.3 50,892.87

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  463百万円 20年3月期  498百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 387 △8.7 △40 ― △40 ― △40 ― △4,113.45

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  9,788株 20年3月期  9,788株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  ―株 20年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第2四半期  9,788株 20年3月期第2四半期  5,988株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる 
場合があります。なお、業績予想に関する事項は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 
14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  
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当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、原油・原材料価格の高騰及びサブプライム・ローン問
題を背景とした世界的な景気減速の中で先行きの不透明感を抱えながら推移したしました。インターネッ
ト広告分野におきましては、利用者数の拡大およびモバイル化の進展により、拡大基調は続いており、サ
ービスの多様化や顧客ニーズの変化が激化しております。 
 このような状況下で当社はインターネットビジネスを加速させ、さらなる規模拡大を目指して積極的な
事業展開をはかりました。ソリューション事業は概ね計画に近い数値で推移いたしましたが、メディア事
業については、ＦＸ及びネット証券等の金融商品リテール分野における成果報酬型広告の成果獲得が、金
融市場の混乱等の影響により低調に推移し、インターネット回線や転職等個人ユーザーのニーズが引き続
き高い分野での事業展開を進めたものの、売上高は当初計画を下回り、営業利益を計上するには至りませ
んでした。 
 以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は売上高190,083千円、営業損失31,858千円、経常損失
31,898千円、四半期純損失31,892千円となりました。 

  

(1）財政状態の分析 
 当第２四半期会計期間末における資産、負債及び純資産の状態は以下のとおりです。 
①資産 
 当第２四半期会計期間末における流動資産は374,182千円（前事業年度末は448,430千円）となり、
74,247千円減少しました。これは主として現金及び預金の減少、有価証券の減少によるものであります。
固定資産は155,596千円（前事業年度末は142,238千円）となり、13,358千円増加しました。これは主とし
てソフトウェアの増加によるものであります。この結果、資産合計は529,779千円（前事業年度末は
590,668千円）となり、60,888千円減少しました。 
②負債 
 当第２四半期会計期間末における流動負債は52,004千円（前事業年度末は74,626千円）となり、22,622
千円減少しました。これは主として短期借入金の減少によるものであります。固定負債は14,746千円（前
事業年度末は17,902千円）となり、3,156千円減少しました。これは長期借入金の減少によるものであり
ます。この結果、負債合計は66,750千円（前事業年度末は92,528千円）となり、25,778千円減少しまし
た。 
③純資産 
 当第２四半期会計期間末における純資産は463,029千円（前事業年度末は498,139千円）となり、 
35,109千円減少しました。これは、主として利益剰余金の減少によるものであります。 
(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ
164,168千円減少し、154,598千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお
りであります。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 
 営業活動によるキャッシュ・フローは10,616千円の現金及び現金同等物の減少となりました。これは主
として税引前四半期純損失の増加によるものであります。 
②投資活動によるキャッシュ・フロー 
 投資活動によるキャッシュ・フローは、125,396千円の現金及び現金同等物の減少となりました。これ
は主として貸付金の増加による支出によるものであります。 
③財務活動によるキャッシュ・フロー 
 財務活動によるキャッシュ・フローは、28,156千円の現金及び現金同等物の減少となりました。これは
主として短期借入金の返済による支出によるものであります。 

  

当第２四半期における業績の進捗状況等を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成20年５月16日
の決算発表時に公表した平成21年３月期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成20年
10月29日に開示致しました「業績予想に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

3. 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に
関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務
諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
②棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更  
 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会平成18年７月５日企業会計基準第９号)を
第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切
下げの方法)に変更しております。 
 この変更に伴う損益に与える影響額はありません。 

  

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期財務諸表】

 (1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 95,845 209,794 

受取手形及び売掛金 88,626 110,421 

有価証券 59,755 109,974 

仕掛品 － 382 

貯蔵品 110 110 

短期貸付金 100,000 － 

その他 31,178 19,087 

貸倒引当金 △1,332 △1,340 

流動資産合計 374,182 448,430 

固定資産 

有形固定資産 3,461 6,137 

無形固定資産 

ソフトウエア 104,930 84,260 

その他 72 72 

無形固定資産合計 105,002 84,332 

投資その他の資産 

その他 52,462 55,071 

貸倒引当金 △5,329 △3,303 

投資その他の資産合計 47,133 51,768 

固定資産合計 155,596 142,238 

資産合計 529,779 590,668 

負債の部 

流動負債 

買掛金 24,930 19,138 

短期借入金 － 25,000 

1年内返済予定の長期借入金 6,312 6,312 

未払法人税等 1,049 1,040 

本社移転損失引当金 － 4,248 

その他 19,712 18,887 

流動負債合計 52,004 74,626 

固定負債 

長期借入金 14,746 17,902 

固定負債合計 14,746 17,902 

負債合計 66,750 92,528 
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（単位：千円） 

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 541,390 541,390 

資本剰余金 319,750 319,750 

利益剰余金 △386,470 △354,577 

株主資本合計 474,669 506,562 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △11,640 △8,422 

評価・換算差額等合計 △11,640 △8,422 

純資産合計 463,029 498,139 

負債純資産合計 529,779 590,668 
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(2) 【四半期損益計算書】

 【第２四半期累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 190,083 

売上原価 145,000 

売上総利益 45,082 

販売費及び一般管理費 76,941 

営業損失（△） △31,858 

営業外収益 

受取利息 1,404 

受取配当金 98 

投資有価証券売却益 166 

受取保険金 944 

受取補償金 460 

その他 5 

営業外収益合計 3,078 

営業外費用 

支払利息 411 

投資有価証券売却損 1,863 

本社移転費用 842 

その他 1 

営業外費用合計 3,118 

経常損失（△） △31,898 

特別損失 

固定資産売却損 117 

特別損失合計 117 

税引前四半期純損失（△） △32,016 

法人税、住民税及び事業税 145 

過年度法人税等 △269 

法人税等合計 △124 

四半期純損失（△） △31,892 
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 (3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税引前四半期純損失（△） △32,016 

減価償却費 7,441 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,017 

本社移転損失引当金の増加額 △4,248 

受取利息及び受取配当金 △1,502 

支払利息 411 

有形固定資産売却損益（△は益） 117 

投資有価証券売却益 △166 

投資有価証券売却損 1,863 

売上債権の増減額（△は増加） 21,795 

たな卸資産の増減額（△は増加） 382 

仕入債務の増減額（△は減少） 5,791 

その他 △14,774 

小計 △12,886 

利息及び配当金の受取額 2,648 

利息の支払額 △358 

法人税等の還付額 269 

法人税等の支払額 △290 

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,616 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △580 

無形固定資産の取得による支出 △24,630 

敷金及び保証金の差入による支出 △180 

敷金及び保証金の回収による収入 11,309 

投資有価証券の取得による支出 △25,600 

投資有価証券の売却による収入 15,083 

貸付けによる支出 △100,000 

その他 △798 

投資活動によるキャッシュ・フロー △125,396 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の返済による支出 △25,000 

長期借入金の返済による支出 △3,156 

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,156 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △164,168 

現金及び現金同等物の期首残高 318,767 

現金及び現金同等物の四半期末残高 154,598 
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期にかかる財務諸表 

 前中間損益計算書 

 
  

  

「参考」

前中間会計期間

(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ 売上高 188,262 100.0

Ⅱ 売上原価 163,893 87.1

   売上総利益 24,369 12.9

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費

127,273 67.6

   営業損失 102,903 △54.7

Ⅳ 営業外収益 4,853 2.6

Ⅴ 営業外費用 26,076 13.8

   経常損失 124,126 △65.9

Ⅵ 特別損失 203,730 108.2

   税引前中間純損失 327,857 △174.1

   法人税、住民税 
   及び事業税

145

   法人税等調整額 23,199 23,344 12.4

   中間純損失 351,201 △186.5
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